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住宅の省エネ技術に関する
アンケート

（公社）日本建築士会連合会

住宅・建築物のエネルギー消費性能の実態等に関する研究会
（第４回）

2017年12月12日



◾ ◾実施期間 2017年11月20日～11月30日 334人
（12月追加12人） 計346人

◾◾アンケート依頼者 建築士会関東ブロック（１０都県）
各建築士会の役員・委員

◾◾都県別の母数と回答数及び割合

アンケートの概要
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都県
単一建築士会

関ブロ各士会
役員・委員概数
（重複除く）/人

回答数/人 回答率 備考

東京建築士会 210 64 30.5%

長野建築士会 100 62 62.0% 依頼は理事、青年、女性委員のみ

群馬建築士会 100 26 26.0%

山梨建築士会 70 26 37.1%

神奈川建築士会 110 17 15.5%

栃木建築士会 110 29 26.4%

埼玉建築士会 110 38 34.5%

茨城建築士会 85 43 50.6%

新潟建築士会 75 18 24.0%

千葉建築士会 50 23 46.0% 依頼は理事、青年、女性委員のみ

合計 1020 346 33.9%

配布が遅く周知していなかった



関ブロ各県建築士会事務局御中
各県気候風土適応住宅勉強会の皆さま

今般、標記省エネ緊急アンケートを実施いたしますので、ご多忙の折誠に恐縮ながら、貴県役員・
委員の皆様に11月29日までにご回答いただきたく、本ＭＡＩＬを転送頂き協力をご依頼頂けますよう
何卒よろしくお願い申し上げます。関ブロ事務局
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
関ブロ各県建築士会会員各位

関東甲信越建築士ブロック会では、昨年度より気候風土適応住宅勉強会を計５回開催し、各県での
状況とその対応について検討して参りましたが、今度標記プレ調査を実施させて頂きたいと存じます。
この調査は、省エネ法の300㎡以下の住宅に関して理解しているかどうかを調べるものですので、
知っている人だけでなく、すべての設計・施工者からの回答をもって、どこまで認知しているか、
内容を知っているかを正直にお伝えいただきたいと思います。
よって、省エネ講習の受講者等の方のみでなく、なるべく広い層の多数の方にご協力いただきたく、
質問は５分程度の選択式とし、集計時間短縮のためクラウド上で実施といたしましたので、下記
アドレスよりお進み頂き、恐縮ながら11月29日までにご回答をお願い致します。
https://goo.gl/forms/sWHrw4eueTV7KZZi1

なお、この結果は、12月12日に行われる、国交省住宅・建築物のエネルギー消費性能の実態等に
関する研究会において、士会連合会で現在把握している実態をお伝えする形で発表させて頂き、
その後の調査に繋げていくために利用させていただきます。
資料は匿名であり、かつ個人保護法に基づく権利は保護されることには十分な配慮をいたしますので
何卒よろしくご理解いただきたいと思います。

時間がない中での急なご依頼となりますが、各県事務局様に於かれましては対象委員等の皆様に
本メールをご転送頂き、プレ調査へご協力を頂けますよ重ねてお願い申し上げます。

以上、お忙しいところ少しのお時間をいただき、アンケートに全員の回答を得られるよう、よろしく
お願いします。なお、不明な点は東京建築士会事務局長小川までお訊ねください。
よろしくお願いします。

平成29年11月20日
日本建築士会連合会環境部会長中村勉
副部会長・東京建築士会環境委員長篠節子

アンケート依頼文
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義務化は大事なことだと思う

建築の多様性等を壊すことになるので反対

基準や方向性をしめすだけでよいのではと思う
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その他の意見は別紙参照



質問B：国が省エネ法を制定し、すべての新築の建築物・住宅の省エネ基準
を義務化することに対してどのようにお考えですか。
「その他」の回答
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そ
の
他
の
意
見

省エネのために必要

注１

住まい手のヒートショックなど
を防ぐために必要

注１

他社との差別化のため
高い省エネ基準で仕事をしている

注２

注２
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42件の回答
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日本建築士会連合会における意見

意見

①多様性を尊重する。 特に地域の文化を考慮すること。

②基準を示すだけで良い。その後は設計士に委ねてよい。

③熟知している人が少ない。レベルの高い人が省エネ計算をしていない。

④拒絶意識が高い？？

⑤義務化はやりすぎなのではという声が高い。省エネ計算と熟知度が低い。

⑥このままでは着工禁止など大きな混乱を招く恐れあり。

⑦施主に浸透させることが必要。

⑧賃貸、ワンルーム分譲のオーナーがコスト安を要求し、大きな課題となっている。

デベロパーもコストが安いほうが売りやすい。

⑨居住者への情報も徹底することが必要

⑩簡易ルート（仕様規定）では設計責任を果たせない。計算を徹底すべき。本来の
目的が詳細計算をすることで周知される。計算ができることでパッシブ型を説明で
きるようになる。

着工前に設計士が性能を建築主・居住者（賃貸等）に説明できることが大切。

設計士自身も意識づけが必要。施主にもっと良い住宅を頼みたいと言わせるよう
になることが重要。 17

⑩11

⑩12



18

参考資料 住宅省エネ講習会のアンケートと同じ質問

屋根での断熱
（野地板の上の断熱材を施工

天井での断熱

屋根 （垂木の間の断熱材を充填）

充填断熱

外張断熱

充填外張併用断熱
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床（根太間断熱）

床（大引間断熱）

床（根太＋大引間断熱）

基礎断熱
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346の回答
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346の回答
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346の回答
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部分詳細図、ディテールシート
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部分詳細図、ディテールシート
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部分詳細図、ディテールシート

床伏図 基礎伏図


